
日
本
文
学
会
は
、
昨
年
度
創
立
五
○
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
月

一
三
Ⅱ
に
行
わ
れ
た
記
念
大
会
で
は
、
Ｉ

部
を
上
川
博
先
生
に
「
小
泉
革
三
先
生
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
識
演
戴
き
、
Ⅱ
部

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
世
界
の
中
の
Ⅱ

本
文
学
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
ク

リ
ス
テ
ヴ
ァ
、
崔
（
報
告
書
を
ご
提
出
）

三
先
生
方
の
報
告
を
軸
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
の
問
題
提
起
と
併
せ
て
会
場
〈
出
席
者
）

と
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
部
、
Ⅱ
部
を
通
し
て
私
た
ち
は
Ｈ
本

文
学
（
研
究
）
の
内
外
両
方
に
Ⅱ
を
向
け

る
こ
と
の
亜
要
性
を
改
め
て
自
覚
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
Ⅱ

本
文
学
の
魅
〃
の
再
発
兄
や
研
究
す
る
こ

と
の
患
味
、
ま
た
文
学
（
研
究
）
を
取
り

巻
く
現
状
と
問
迦
点
を
再
認
識
す
る
絶
好

の
場
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

「
論
究
Ｈ
本
文
学
」
第
八
一
号
〈
五
○

周
年
記
年
号
〉
と
併
せ
て
こ
れ
ら
の
問
題

を
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
こ
と

と
考
え
ま
す
。
五
○
年
に
亙
る
日
本
文
学

会
の
良
き
伝
統
と
Ｒ
本
文
学
研
究
の
現
代

日
文
研
究
室
だ
よ
り

二
○
○
五
年
度

会
長
瀧
本
和
成

的
課
題
を
共
に
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
一

○
○
周
年
に
向
か
っ
て
、
今
年
度
よ
り
新

た
な
第
一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
部
改
革
で
は
、
昨
年
度
よ
り
文
学
部

学
科
制
が
人
文
学
科
に
改
組
さ
れ
た
の
に

引
き
続
き
、
来
年
度
よ
り
大
学
院
で
は
各

専
攻
が
専
修
に
統
一
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

噂
修
伽
に
コ
ー
ス
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
Ｈ
本
文
学
専
攻
も
そ

れ
に
伴
い
、
専
攻
か
ら
専
修
と
改
斜
さ
れ
、

前
期
課
稚
で
は
三
コ
ー
ス
制
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
全
体
で
は
、
Ｊ
且
一
条
駅
前
に
学

園
本
部
及
び
法
科
大
学
院
の
建
設
が
始
ま

り
、
北
大
路
で
は
二
○
○
六
年
四
月
立
命

館
小
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
滋

賀
県
守
山
市
に
新
し
い
附
属
高
校
が
作
ら

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
改

械
の
ス
ピ
ー
ド
が
厳
し
さ
を
蛸
す
な
か

で
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
の
砿
変
性
（
価
値
）

を
主
帳
す
る
こ
と
の
附
雛
さ
を
実
感
す
る

毎
日
で
す
。
い
か
に
〈
バ
ラ
ン
ス
良
く
〉

ｋ
き
る
（
存
在
す
る
）
か
は
雌
に
個
人
に

／
・だ
け
求
め
ら
れ
て
い
る
生
活
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
私
た
ち
が
属
し
て
い
る
組
織
、

社
会
全
て
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
大
切
な
思

考
（
態
度
）
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
年
度
よ
り
木
村
一
信
教
授
が
文
学
部

長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
当
専
攻
か
ら
は
水

田
潤
先
唯
以
来
の
学
部
長
就
任
で
す
。
木

村
新
学
部
長
ご
就
任
を
御
祝
い
し
、
ご
活

躍
を
祈
り
つ
つ
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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